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ラピッドプロトタイピング（Rapid prototyping）
敏速な 試作

• メーカーでは、開発期間短縮のため、開発、設
計者が試作、評価できることが望まれてる。

• 外部に試作を委託するのではなく、デスクサイ
ドで試作ができるようなシステム

プリント基板加工機
レーザー加工機

３Dプリンタ

Arduino
などのボード類

2009.03.19 2007/05/16

開発・設計に従事していない人でもアイデアを具現化できるシステムとして利用



３Ｄプリンタの造形方法

• 層状にモデルを積層していく

主な方法

• 光造形

• 粉末造形

• 熱溶融積層



熱溶融積層方式３Ｄプリンタの製作



Ｒeprap project

• オープンソースで自己を複製 (Self-Replication）

Adrian Bowyer (left) and Vik Olliver (right) with a parent RepRap machine, made on a
conventional rapid prototyper, and the first complete working child RepRap machine,
made by the RepRap on the left. The child machine made its first successful grandchild
part at 14:00 hours UTC on 29 May 2008 at Bath University in the UK, a few minutes
after it was assembled. (from old rep rap wiki)

「誰でもメーカー」化による産業革命のための
ツール



Reprap Wiki



技術説明・構成

3Dモデル
作成

CADソフト
モデリングソフト

スライス
Gコード生成

スライシングソフト

ハードウェア
制御

3D CADソフト
商用ソフト
フリーソフト

モデリングソフト
Google SketchUp
Blender
など

Skeinforge
Slic3r・・

開発環境
arduino-IDE

Sprinter
Marlin・・

ReplicatorG
RepSnapper
Repetier-Host・・

３Ｄプリンタ

コントローラー

Arduinoベース
8bit AVRマイコン
40ﾋﾟﾝ以上

RAMPS
Sanguinololu
Azteeｇ・・

ファームウェア

メ
カ

stl形式 Gコード

パソコン

オープンソースとして情報開示
複数種あるだけに使うことが目的
の人には選択に困る場合も・・



技術説明・材料

• フィラメント（樹脂材料）

直径1.75mmまたは3mmの紐状
リール巻きで供給される（多色）

• ABS・・射出成形にも使用される材料
硬めの質感
成形温度240℃程度
PLAより耐熱性耐久性があるが、冷却時の収縮など扱いづらい面もあり。

• PLA・・ポリ乳酸（生分解性プラスチック）
つややかで粘りのある質感
成形温度185℃程度。完成品は60℃以上で軟化
３Ｄプリンタ成形材料としては扱いやすいと言われている。

素材ごとに成形最適条件が異なるので設定変更が必要



技術説明・精度/加工時間

• 精度
– 高さ方向

1層の厚み 0.1mm～0.4mm

積層高さを細かくするとプリント時間が増加

– XY方向
機械誤差よりも、材料のはみ出し、熱収縮の影響の方が大きい

完成品の誤差は100mmあたり0.1～0.2mm程度

• 加工時間
内部の粗密の調整、吐出ヘッドの
能力により差が出る。

20mm×30mm×40mm程度のもので45分程度



実際に製作してみて

• 情報
– 情報量は多いが英語主体。日本語の情報は少ない。

– ホビ－イスト中心のため、体験談や部材の調達方法、評価に関する
記事が多く、技術的な参考がもっと欲しい。

– オープンソースゆえ、ハード、ソフト、類似のものが多く、予備知識が
無いと選定に困る。

• メカ・ハードウェア
– エンジニア目線で見ると、!?の部分が多々

精度、安全性、メンテ性

• ソフトウェア
– 改良は続いているが、インターフェースやインストールなどユーザー

ライクでないマニア対象が多い。



実際に製作してみて

• 印象

製作には、

機械の知識、ハードウェアの知識、ソフトウェアの知識が必要

良質のプリントをするためには、

プリント条件を詰めていくなど、技術・科学的なアプローチも必要

自ら情報を集めて製作するのは、なかなか難しい。

動かす段階まではクリアできても、使いこなしに関して、使用目的や
設計・３Ｄデータ作成のことなど考えることは多い。
→まだまだ発展途上。



市販されている３Dプリンター

• 価格帯
６,７万円～１５万円

Ｒｅｐｒａｐで公開されているものを集めたパー
ツセット。プリントできるようになるまでの努力
が必要。

～５０万円
小型で完成品として販売されている製品。イ
ンターフェース部分は独自になっているが、Ｒ
ｅｐｒａｐの技術がかなり使われていると思われ
る。

１００万円～
企業向けに販売されている装置



活用方法の検討
（どのようにしたら社会に貢献して、かつ利益を生み出せるか）

• 教育目的
– 中学校
– 工業高校・高専・大学
– 社会人研修

• ホビーイスト向け
• 業務用

– 試作
– ＲＰを利用した新規サービスの開拓

• 技術の転用
– モーター制御、位置決め技術



ひとつの案として、
教育用途でのアプローチ


